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令和７年度　開講月別コース一覧
月 コース№ コース名 受講料 実　　　施　　　日 掲載頁

5

7D101 戸建て住宅電気設備設計実践技術 6,000 円 5/10（土）, 11（日） 2 日間 18

7M201 被覆アーク溶接技能クリニック 9,500 円 5/12（月）, 13（火） 2 日間 12

7M202 半自動アーク溶接技能クリニック 14,000 円 5/15（木）, 16（金） 2 日間 12

7D102 低圧電気設備の機器選定技術 6,000 円 5/17（土）, 18（日） 2 日間 18

7M203 ＴＩＧ溶接技能クリニック 17,500 円 5/19（月）, 20（火） 2 日間 12

7H201 冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 11,000 円 5/24（土）, 25（日） 2 日間 16

7H101 実践建築設計２次元ＣＡＤ技術 7,000 円 5/24（土）, 25（日） 2 日間 14

6

7H202 現場のための電気保全技術 10,000 円 6/4（水）, 5（木） 2 日間 17

7M110 精密測定技術 9,500 円 6/4（水）, 5（木） 2 日間 10

7H102 在来木造住宅設計実践技術 7,000 円 6/7（土）, 8（日） 2 日間 14

7M104 旋盤加工技術 15,500 円 6/10（火）, 11（水）, 12（木） 3 日間 8

7M109 プラスチック射出成形技術の要点 7,500 円 6/18（水）, 19（木） 2 日間 10

7M101 実践機械製図（図形理解編） 12,500 円 6/24（火）, 25（水）, 26（木） 3 日間 6

7

7D103 一般用電気工作物の施工技術 10,500 円 7/5（土）, 12（土）, 13（日） 3 日間 19

7M105 フライス盤加工技術 22,000 円 7/8（火）, 9（水）, 10（木） 3 日間 8

7M102 実践機械製図（寸法・公差編） 12,500 円 7/23（水）, 24（木）, 25（金） 3 日間 6

8

7M106 生産設備診断技術（軸受の振動診断・潤滑編） 8,000 円 8/7（木）, 8（金） 2 日間 11

7M103 ２次元ＣＡＤによる機械設計技術 10,500 円 8/19（火）, 20（水）, 21（木） 3 日間 6

7H203 現場のための電気保全技術 10,000 円 8/20（水）, 21（木） 2 日間 17

7M107 設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 12,000 円 8/26（火）, 27（水）, 28（木） 3 日間 7

9

7M204 被覆アーク溶接技能クリニック 9,500 円 9/4（木）, 5（金） 2 日間 12

7H103 ＢＩＭを用いた建築設計技術 7,000 円 9/6（土）, 13（土） 2 日間 14

7M205 ＴＩＧ溶接技能クリニック 17,500 円 9/8（月）, 9（火） 2 日間 12

7D107 高圧電気設備の保守点検技術 10,500 円 9/9（火）, 10（水） 2 日間 19

7M206 半自動アーク溶接技能クリニック 14,000 円 9/16（火）, 17（水） 2 日間 12

7M207 ＴＩＧ溶接技能クリニック 17,500 円 9/29（月）, 30（火） 2 日間 12
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12/20（土）, 21（日） 

令和７年度　開講月別コース一覧
月 コース№ コース名 受講料 実　　　施　　　日 掲載頁

10

7D104 有接点シーケンス制御の実践技術 10,500 円 10/1（水）, 2（木） 2 日間 20

7D108 戸建て住宅電気設備設計実践技術 6,000 円 10/11（土）, 12（日） 2 日間 18

7D109 低圧電気設備の機器選定技術 6,000 円 10/18（土）, 19（日） 2 日間 18

7D105 シーケンス制御による電動機制御技術 10,500 円 10/21（火）, 22（水） 2 日間 20

11 7D110 一般用電気工作物の施工技術 10,500 円 11/29（土）, 12/6（土）, 7（日） 3 日間 19

12

7H204 冷媒配管の加工・接合技術 12,500 円 12/6（土）, 7（日） 2 日間 16

7M112 機械設計のための総合力学 12,000 円 12/9（火）, 10（水）, 11（木） 3 日間 7

7D106 ＰＬＣ制御の回路技術 10,500 円 12/10（水）, 11（木） 2 日間 20

7H205 トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術 13,000 円 2 日間 16

7M108 ＮＣ旋盤加工技術 16,000 円 12/16（火）, 17（水）, 18（木） 3 日間 9

1 7M113 精密測定技術 9,500 円 1/21（水）, 22（木） 2 日間 10

2

7H104 軸装の実践的な三段表装技術 14,500 円 2/2（月）, 9（月）, 16（月）, 24（火） 4 日間 15

7M208 ＴＩＧ溶接技能クリニック 17,500 円 2/2（月）, 3（火） 2 日間 12

7M114 製造業における実践的生産管理 14,000 円 2/3（火）, 4（水）, 5（木） 3 日間 11

7H105 実践建築設計２次元ＣＡＤ技術 7,000 円 2/5（木）, 6（金） 2 日間 14

7M209 被覆アーク溶接技能クリニック 9,500 円 2/5（木）, 6（金） 2 日間 12

7H106 在来木造住宅設計実践技術 7,000 円 2/12（木）, 13（金） 2 日間 14

7H206 冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 11,000 円 2/14（土）, 15（日） 2 日間 16

7M111 マシニングセンタ加工技術 16,000 円 2/17（火）, 18（水）, 19（木） 3 日間 9

7H207 現場のための電気保全技術 10,000 円 2/19（木）, 20（金） 2 日間 17

3 7M210 ＴＩＧ溶接技能クリニック 17,500 円 3/5（木）, 6（金） 2 日間 12

− 3 −



令和７年度　訓練分野別コース一覧 
訓練分野 コース№ コース名 受講料 実　　　施　　　日 掲載頁

機械設計

機械製図

7M101 実践機械製図（図形理解編） 12,500 円 6/24（火）, 25（水）, 26（木） 3 日間 6

7M102 実践機械製図（寸法・公差編） 12,500 円 7/23（水）, 24（木）, 25（金） 3 日間 6

7M103 ２次元ＣＡＤによる機械設計技術 10,500 円 8/19（火）, 20（水）, 21（木） 3 日間 6

7M107 設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術 12,000 円 8/26（火）, 27（水）, 28（木） 3 日間 7

7M112 機械設計のための総合力学 12,000 円 12/9（火）, 10（水）, 11（木） 3 日間 7

機械加工

7M104 旋盤加工技術 15,500 円 6/10（火）, 11（水）, 12（木） 3 日間 8

7M105 フライス盤加工技術 22,000 円 7/8（火）, 9（水）, 10（木） 3 日間 8

7M108 ＮＣ旋盤加工技術 16,000 円 12/16（火）, 17（水）, 18（木） 3 日間 9

7M111 マシニングセンタ加工技術 16,000 円 2/17（火）, 18（水）, 19（木） 3 日間 9

射出成形 7M109 プラスチック射出成形技術の要点 7,500 円 6/18（水）, 19（木） 2 日間 10

測定検査
7M110

精密測定技術 9,500 円

6/4（水）, 5（木） 2 日間

10

7M113 1/21（水）, 22（木） 2 日間

機械保全 7M106 生産設備診断技術（軸受の振動診断・潤滑編） 8,000 円 8/7（木）, 8（金） 2 日間 11

生産管理 7M114 製造業における実践的生産管理 14,000 円 2/3（火）, 4（水）, 5（木） 3 日間 11

溶接加工

製缶加工

7M201

被覆アーク溶接技能クリニック 9,500 円

5/12（月）, 13（火） 2 日間

127M204 9/4（木）, 5（金） 2 日間

7M209 2/5（木）, 6（金） 2 日間

7M202

半自動アーク溶接技能クリニック 14,000 円

5/15（木）, 16（金） 2 日間

12

7M206 9/16（火）, 17（水） 2 日間

7M203

TIG 溶接技能クリニック 17,500 円

5/19（月）, 20（火） 2 日間

12

7M205 9/8（月）, 9（火） 2 日間

7M207 9/29（月）, 30（火） 2 日間

7M208 2/2（月）, 3（火） 2 日間

7M210 3/5（木）, 6（金） 2 日間

金属材料の熱処理技術

オーダーメイド専用コース 13

超音波探傷技術による欠陥評価
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12/20（土）, 21（日） 

令和７年度　訓練分野別コース一覧 
訓練分野 コース№ コース名 受講料 実　　　施　　　日 掲載頁

建築設計

建築製図

7H101

実践建築設計２次元ＣＡＤ技術 7,000 円

5/24（土）, 25（日） 2 日間

14

7H105 2/5（木）, 6（金） 2 日間

7H102

在来木造住宅設計実践技術 7,000 円

6/7（土）, 8（日） 2 日間

14

7H106 2/12（木）, 13（金） 2 日間

7H103 ＢＩＭを用いた建築設計技術 7,000 円 9/6（土）, 13（土） 2 日間 14

その他 7H104 軸装の実践的な三段表装技術 14,500 円 2/2（月）, 9（月）, 16（月）, 24（火） 4 日間 15

空調設備

工事

7H201

冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 11,000 円

5/24（土）, 25（日） 2 日間

16

7H206 2/14（土）, 15（日） 2 日間

7H204 冷媒配管の加工・接合技術 12,500 円 12/6（土）, 7（日） 2 日間 16

給排水衛生

設備工事
7H205 トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術 13,000 円 2 日間 16

保全設備

管理

7H202

現場のための電気保全技術 10,000 円

6/4（水）, 5（木） 2 日間

177H203 8/20（水）, 21（木） 2 日間

7H207 2/19（木）, 20（金） 2 日間

ビル設備管理の実務
オーダーメイド専用コース

※その他関連コースも対応可
17

空調設備機器の保守技術

電力電気

設備設計

7D101

戸建て住宅電気設備設計実践技術 6,000 円

5/10（土）, 11（日） 2 日間

18

7D108 10/11（土）, 12（日） 2 日間

7D102

低圧電気設備の機器選定技術 6,000 円

5/17（土）, 18（日） 2 日間

18

7D109 10/18（土）, 19（日） 2 日間

電気設備

工事

7D103

一般用電気工作物の施工技術 10,500 円

7/5（土）, 12（土）, 13（日） 3 日間

19

7D110 11/29（土）, 12/6（土）, 7（日） 3 日間

生産設備

保全
7D107 高圧電気設備の保守点検技術 10,500 円 9/9（火）, 10（水） 2 日間 19

制御シス

テム設計

7D104 有接点シーケンス制御の実践技術 10,500 円 10/1（水）, 2（木） 2 日間 20

7D105 シーケンス制御による電動機制御技術 10,500 円 10/21（火）, 22（水） 2 日間 20

7D106 ＰＬＣ制御の回路技術 10,500 円 12/10（水）, 11（木） 2 日間 20
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コース名 実践機械製図（図形理解編）
時 間 9:00 ～ 16:00（計 18 時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M101 6/24（火）, 6/25（水）, 6/26（木） 12, 500 円

（カリキュラム内容）
機械製図における投影法や製図規格等、図面を読むのに必要な知識をＪＩＳ規格に従って
学習し、組立図及び部品図に関する知識、技能を習得します。

「7M102：実践機械製図（寸法・公差編）」とのセット受講がお勧めです。

①　JIS に基づく機械製図の概要
②　投影法
③　断面図示法
④　機械要素の図示

⑤　図形の類推
⑥　実践課題
⑦　まとめ・質疑

（参加者の声）

●セミナーで身につけた知識を元に図面を立体的に想像し完成品のイメージができるようになったので、とても良かったです。
●業務上曖昧な定義をしていた部分があったが、今回詳しく学ぶことができた。

コース名 実践機械製図（寸法・公差編）
時 間 9:00 ～ 16:00（計 18 時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M102 7/23（水）, 7/24（木）, 7/25（金） 12, 500 円

（カリキュラム内容）
機械製図で寸法記入のルールや記入の考え方等を演習を通じて学習し、かつ幾何公差や表
面性状などの各種公差の指示の仕方について学習することで、機械製図の部品図及び組立
図に関する総合的かつ実践的な知識、技能を習得します。

「7M101：実践機械製図（図形理解編）」とのセット受講がお勧めです。

①　JIS に基づく寸法記入の概要
②　寸法公差及びはめあい
③　幾何公差の記入法
④　表面性状について

⑤　実例で学ぶ寸法記入の考え方
⑥　実践課題
⑦　まとめ ・質疑

（参加者の声）

●今までは、独自の方法（寸法記入等）で行っていたため、JIS に合っていない所が多々あったが、正しい知識・手法を学べた。
●図面を読み取る力が今までより身についた。

コース名 ２次元ＣＡＤによる機械設計技術
時 間 9:00 ～ 16:00（計 18 時間） 定　員 15 名

コースNo. 日 程 受講料
7M103 8/19（火）, 8/20（水）, 8/21（木） 10, 500 円

（カリキュラム内容）
２次元 CAD を使って図面を描く際に必要な作図機能、編集機能や２次元 CAD のデータ管理、
画層の概念など、２次元 CAD を利用した機械製図の組立図と部品図の作成に係る総合的か
つ実践的な技能を習得します。

①　CAD の構想と基本設計
②　複数部品配置とテンプレート設定
③　設計効率向上の事前準備
④　CAD 基本操作

⑤　CAD 応用操作
⑥　実践課題
⑦　作図作業
⑧　評価・まとめ

（参加者の声）

●難しい用語等を詳しく学ぶことができた。また、ＣＡＤの操作方法を具体的に学べたため、今後、職場で活かせると思う。

【 主な使 用 機 器】
Au t o C A D2 021

【 持 参 品 】
筆 記 用具 、 関 数 電 卓

【 持 参 品 】
筆 記 用具 、 関 数 電 卓

機

械

系

●機械設計／機械製図
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コース名 設計に活かす３次元ＣＡＤソリッドモデリング技術
（旧３次元ツールを活用した機械設計実習）

時 間 9:00 ～16:00（計18 時間） 定　員 10 名
コースNo. 日 程 受講料

7M107 8/26（火）, 8/27（水）, 8/28（木） 12, 000 円

（カリキュラム内容）
３次元モデリング技術を習得します。ソリッドモデリングの基本となる、スケッチ操作につい
て例題を中心に習得します。３次元 CAD を利用した設計技術の習得に適しています。
２次元 CAD 操作スキルを持っている方の受講がお勧めです。

①　3次元 CAD 概要
②　ソリッドモデリングの概要
③　形状モデリング
④　作業平面の作成

⑤　各種フィーチャーの使用方法
⑥　フィーチャー構築モデリング技術
⑦　設計を考慮した拘束条件の付け方
⑧　実践課題の取組み

コース名 機械設計のための総合力学
時 間 9:00 ～16:00（計18 時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M112 12/9（火）, 12/10（水）, 12/11（木） 12, 000 円

（カリキュラム内容）
機械設計を行うために必要な力学知識のうち、機械力学と材料力学に焦点を当てて、最適な
設計を目指すための計算手法を学びます。また、機械に生じる力や方向を導いたのちに、材
料力学を使って、機械の変形量や破損に至らないかどうかのチェックを行っていきます。
当セミナーはそのような工学的アプローチ手法を習得します。

①　力学概要・単位系
②　力とモーメントのつり合い
③　ねじと摩擦
④　運動とエネルギー
⑤　トルクと回転数と動力の関係

⑥　引張・圧縮を受ける部材の強さ
⑦　せん断を受ける部材の強さ
⑧　曲げを受ける部材の強さ
⑨　ねじりを受ける部材の強さ

【 主な使 用 機 器】
ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ 2 02 0

【 持 参 品 】
筆 記 用具 、 関 数 電 卓

機

械

系
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コース名 フライス盤加工技術
時 間 9:00 ～ 16:00（計 18 時間） 定　員 5 名

コースNo. 日 程 受講料
7M105 7/8（火）, 7/9（水）, 7/10（木） 22, 000 円

（カリキュラム内容）
フライス盤に関する加工技能を習得します。どのような工具や道具を用意したら良いか、フ
ライス加工の段取りから機械のメンテナンス等の手入れはどのようにしておけば良いか、加工
条件の設定等、役に立つ知識の習得を行います。

①　フライス盤作業の概要
②　フライス盤の保守点検
③　フライス盤の操作
④　取り作業

⑤　切削条件の考え方
⑥　六面体加工
⑦　エンドミルによる溝・段加工

【 主な使 用 機 器】
汎 用フライス 盤、 各 種 測 定 機 器 類

コース名 旋盤加工技術
時 間 9:00 ～ 16:00（計 18 時間） 定　員 7 名

コースNo. 日 程 受講料
7M104 6/10（火）, 6/11（水）, 6/12（木） 15, 500 円

（カリキュラム内容）
旋盤加工作業に必要な加工要素（端面、外径、内径、段付、突っ切り、ドリル）を含んだ
加工課題実習を行い、技能・技術を習得します。

①　切削加工概論
②　旋盤作業の段取り
③　材料の取り付け、芯出し作業
④　加工工程の検討

⑤　切削条件の検討
⑥　測定機器類の選択
⑦　外径・内径・突っ切り、ドリル加工等の
　　 加工実習

（参加者の声）

● 旋盤で知らない加工方があり、新たな知識が身についた。また、他の参加者の加工方法が自分とは違い、参考になる部分があったため、
　とても良い刺激になった。

【 主な使 用 機 器】
汎 用旋 盤、 各 種 測 定 機 器 類

【 持 参 品 】
筆 記 用具 、 作 業 服、 作 業 帽 、 安 全 靴

機

械

系

●機械加工

− 8 −



コース名 ＮＣ旋盤加工技術
時 間 9:00 ～16:00（計18 時間） 定　員 8 名

コースNo. 日 程 受講料
7M108 12/16（火）, 12/17（水）, 12/18（木） 16, 000 円

（カリキュラム内容）
NC 旋盤での生産性向上を目指して、工程の最適化（改善）に向けた加工方法の検討やプロ
グラミング、加工段取り方法を実習を通して習得します。
※対話型プログラミングではありません。

①　ＮＣ機器の概要およびＮＣ旋盤について
②　ＮＣの各種機能の確認
③　ＮＣの各種機能の応用
④　加工課題の検討

⑤　加工条件と工程の検討
⑥　プログラム実習
⑦　ＮＣ装置の設定と加工実習
⑧　測定・評価

コース名 マシニングセンタ加工技術
（旧マシニングセンタプログラミング技術）

時 間 9:00 ～16:00（計18 時間） 定　員 7名
コースNo. 日 程 受講料

7M111 2/17（火）, 2/18（水）, 2/19（木） 16, 000 円

（カリキュラム内容）
マシニングセンタによる機械部品製造・加工で必要とされる切削加工の知識や切削条件を
考慮したプログラム作成、各種補正の設定などの機械の設定・操作ができる技能・技術を
実践課題実習を通して習得を目指します。

①　ＮＣ機器およびマシニングセンタの概要
②　各種機能の確認
③　各種機能の応用法
④　加工課題の検討

⑤　加工条件と工程の検討
⑥　プロセスシートの作成とプログラム実習
⑦　マシニングセンタの各種補正設定と加工実習
⑧　測定・評価

【 主な使 用 機 器】
マシニングセンタ、シミュレーションソフト

【 主な使 用 機 器】
ＮＣ旋 盤、シミュレーションソフト等

【 持 参 品 】
筆 記 用具 、 作 業 服、 作 業 帽 、 安 全 靴

機

械

系
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コース名 プラスチック射出成形技術の要点
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M109 6/18（水）, 6/19（木） 7, 500 円

（カリキュラム内容）
プラスチック製品を大量生産する射出成形に関する用語の理解を進めながら、プラスチック
材料、成形機 ・金型 ・成形不良等、要点を学んでいきます。射出成形の知識習得の一歩を
踏み出したい方にお薦めのコースとなっています。

①　金型の基本構造
②　モデル金型の分解・組立実習
③　金型の機能と役割
④　射出成形機の構造

⑤　射出成形加工のプロセス
⑥　成形不良の要因と対策
⑦　プラスチック材料の要点
⑧　まとめ・質疑

（参加者の声）

● 射出のメカニズムが理解できた。品証としての問題解決のアプローチの手段として成形に対する知識を持つことが最低限必要だったが、
　講習を通じて知識を得て、少なくとも関係部署や同僚の解決アプローチのための意見を出せるようになったと思う。

コース名 精密測定技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M110 6/4（水）, 6/5（木） 9, 500 円
7M113 1/21（水）, 1/22（木） 9, 500 円

（カリキュラム内容）
測定 ・検査作業における測定結果の信頼性 ・安定性の向上を目標に、精密測定の理論を
活用し、測定機器の定期検査方法を含めた正しい取扱いと測定方法の習得を目指します。

①　測定と計測について
②　測定におけるトレーサビリティ
③　測定誤差の原因と対策
④　測定機器の精度と特性

⑤　各種測定器の特徴
⑥　定期検査の方法と校正の方法
⑦　測定実習
⑧　校正実習

（参加者の声）

● 計測器の調整等、詳しく知らなかったことを学ぶことができて大変役に立った。

【 主な使 用 機 器】
射出 成 形 機 、 電 卓

【 持 参 品 】
作 業 服、 作 業 帽 、 安 全 靴

【 主な使 用 機 器】
各 種 測 定 機 器 、 検 査 用 機 器

【 持 参 品 】
筆 記 用具

機

械

系

●射出成形

●測定／検査

− 10 −



コース名 生産設備診断技術（軸受の振動診断・潤滑編）
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M106 8/7（木）, 8/8（金） 8, 000 円

（カリキュラム内容）
工場設備の振動診断を、高価な診断機がなくても身近にある録音機器（パソコンやスマート
フォンなど）を使い、音の解析で設備診断を行うことができます。また、潤滑油についての
管理等も学びます。

①　設備管理、五感の重要性
②　予防保全改良安全など
③　ライフサイクルコスト
④　設備診断の現状

⑤　簡易診断と判定基準
⑥　精密診断の評価の仕方
⑦　音信号の解析の仕方
⑧　潤滑油

（参加者の声）

●速度と加速度の関係性を再確認でき、アプリを用いた音診断の手法等を学べて、役に立った。
●上司に報告する際、「音が悪い」「異音がする」と言う報告だけでなく、数値として理論付けることが大切だと学んだ。

コース名 製造業における実践的生産管理
時 間 9:00 ～16:00（計18 時間） 定　員 12 名

コースNo. 日 程 受講料
7M114 2/3（火）, 2/4（水）, 2/5（木） 14, 000 円

（カリキュラム内容）
生産計画 / 生産管理の生産性の向上を目指して、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性
向上に向けた生産管理の原理・原則を理解し製造活動における課題の把握力や柔軟な対応
力・改善能力を習得します。

①　コース概要及び留意事項
②　生産管理とは
③　生産管理の実態

④　生産管理演習
⑤　まとめ

（参加者の声）

●自社のボトルネックとなっている問題点が見え、改善する必要性を改めて再認識できた。
●日々の業務で取り組める内容だったので、他部門への横展開がしやすくなった。

【 持 参 品 】
筆 記 用具 、 関 数 電 卓

機

械

系

●機械保全

●生産管理
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コース名 半自動アーク溶接技能クリニック
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M202 5/15（木）,16（金） 14,000 円7M206 9/16（火）,17（水）

（カリキュラム内容）
溶接加工の現場力強化を目指して、現在の習熟度を確認し、その結果に基づいた半自動アー
ク溶接作業の各種姿勢の溶接実習等を通して、技能高度化に向けた適切な半自動アーク溶
接施工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得します。

①　半自動アーク溶接
②　溶接施工実習

③　評価と問題解決法
④　成果発表・まとめ

（参加者の声）

●溶接法・電流調整等、原理が理解できた。

コース名 被覆アーク溶接技能クリニック
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M201 5/12（月）,13（火）

9,500 円7M204 9/4（木）,5（金）
7M209 2/5（木）,6（金）

（カリキュラム内容）
溶接加工の現場力強化を目指して、現在の習熟度を確認し、その結果に基づいた被覆アーク
溶接作業の各種姿勢の溶接実習等を通して、技能高度化に向けた適切な被覆アーク溶接施
工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得します。

①　被覆アーク溶接概要
②　溶接施工実習

③　評価と問題解決法
④　成果発表・まとめ

（参加者の声）

●今までの社内教育を見直す事ができました。今後は、今回の研修で学んだ事を取入れて部下の人材育成に役立てます。

コース名 ＴＩＧ溶接技能クリニック
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7M203 5/19（月）,20（火）

17,500 円7M205 9/8（月）,9（火）
7M207 9/29（月）,30（火）
7M208 2/2（月）,3（火）
7M210 3/5（木）,6（金）

（カリキュラム内容）
溶接加工の現場力強化を目指して、現在の習熟度を確認し、その結果に基づいた ＴＩＧ溶接
作業の各種継手の溶接実習を通して、技能高度化に向けた適正な溶接施工に関する技能と
実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得します。

①　コース概要及び留意事項
②　TIG 溶接
③　溶接施工実習

④　品質の問題把握と解決手法
⑤　成果発表・まとめ

【 主な使 用 機 器】
半自動 溶 接 機

【 主な使 用 機 器】
被 覆アーク溶 接 装置一 式

【 主な使 用 機 器】
T I G溶 接 装置一 式

金

属

系

●溶接加工／製缶加工
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コース名 金属材料の熱処理技術
（〜 金属の熱処理について学びたい方　是非どうぞ！ 〜）

※以下内容のセミナーをオーダーメイドで受付しております

（カリキュラム内容）
各種鉄鋼材料の種類や特性を知り、熱処理の基本を習得します。
各種熱処理方法の種類や用途、なぜ熱処理性が素材により異なるのかなどを解説します。

①　金属材料の種類と用途
②　平衡状態図の見方・使い方
③　鉄鋼材料の熱処理（焼入れ・焼戻し、
　　焼ならし、焼なまし等）

④　組織観察、硬さ測定
⑤　まとめ

コース名 超音波探傷技術による欠陥評価
（〜 NDI　UT1　手順を確認したい方　是非どうぞ！〜）

※以下内容のセミナーをオーダーメイドで受付しております

（カリキュラム内容）
NDI 仕様デジタル超音波探傷器を使用し機器の取扱や垂直探傷・斜角探傷における機器の
設定、探傷方法を習得します。

①　超音波探傷の原理
②　垂直探傷における２点調整、測定範囲の調整
③　�斜角探傷における入射点、屈折角、測定範囲
の調整、距離振幅特性曲線（ＤＡＣ）

④　垂直および斜角探傷
⑤　まとめ

【 主な使 用 機 器】
マイクロビッカース硬さ 試 験 機 、

ショア 硬さ 試 験 機

【 主な使 用 機 器】
超音 波 探 傷 器（ G E   US M 35 X J E）

標 準 試 験 片（ S T B - A1, S T B - A 2 , S T B - N1）

金

属

系
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コース名 実践建築設計２次元ＣＡＤ技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H101 5/24（土）,5/25（日） 7,000 円7H105 2/5（木）,6（金）

（カリキュラム内容）
CAD（Jw_cad）による建築図面作成のためのコマンド操作方法を中心に習得します。

①　用紙・尺度・線種・レイヤ等の各種設定
②　図面作成のためのコマンド操作　

③　データ整理と印刷
④　その他

（参加者の声）

●有効的なコマンドの使い方を学ぶことができた。
●ＣＡＤ作図作業での効率が上がった。

コース名 在来木造住宅設計実践技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H102 6/7（土）,8（日） 7,000 円7H106 2/12（木）,13（金）

（カリキュラム内容）
在来木造住宅の各種図面作成を通して、ＣＡＤ（Jw_cad）による作図の流れを習得します。
※ �Jw_cad の操作ができる方（「実践建築設計２次元ＣＡＤ技術」を受講程度の知識をお持
ちの方）を対象としています。

①　平面図などの図面作成　
②　レイヤー、グループ操作　　
③　効率よく作図するためのＣＡＤ操作　　

④　各種設定と印刷　　
⑤　その他

（参加者の声）

●木造建築に関する知識が深まり、業務に役立つと思う。

コース名 ＢＩＭを用いた建築設計技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H103 9/6（土）,13（土） 7,000 円

（カリキュラム内容）
BIMソフト（Archi�CAD）による一般図の作成及びプレゼンテーションとしてのパース図の
作成技法を習得します。
また、パース作成以外の利用において、業務に有効な活用方法について習得します。

①　敷地設定と間取り図作成
②　３Ｄモデリングの作成　
③　その他

【主な使用機器】
Jw_cad

【主な使用機器】
Jw_cad

【主な使用機器】
Arch i �CAD

建

築

系

●建築設計／建築製図
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コース名 軸装の実践的な三段表装技術
時 間 9:00 ～16:00（計24 時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H104 2/2（月）,9（月）,16（月），24（火） 14,500 円

（カリキュラム内容）
三段表装の製作を通して、技能継承に向けた表装製作に必要な知識及び技能を習得します。

①　コース概要及び留意事項
②　表装様式　
③　材料の準備
④　肌裏打ち
⑤　切り継ぎ

⑥　総裏打ち　
⑦　仕上げ
⑧　成果発表
⑨　まとめ

（参加者の声）

●表装の技術等教えてくれる所などないと思っていたので、大変役に立ちました。
●軸装の作り方（採寸〜仕上がりまでの流れ ・精密さ）がよく分かりました。

【 持 参 品 】
筆 記 用具

建

築

系

●その他
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コース名 冷媒配管の施工と空調機器据付け技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H201 5/24(土),25(日) 11,000 円7H206 2/14（土）,15（日）

（カリキュラム内容）
エアコンの据付け実習と試運転を通して作業の欠陥や問題点を未然に予測し防止するための
施工技術を習得します。

①　問題点の整理　
②　設備配管工事の施工条件　
③　空調機器据付け実習

④　漏洩検査
⑤　試験運転・能力測定
⑥　成果発表・評価

12/20（土）,21（日） 

コース名 トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H205 13,000 円

（カリキュラム内容）
給排水設備各種管の加工・接合におけるポイントを、加工・接合とトラブル対策（解決）の
実習を通して習得します。

①　問題点の整理
②　設備配管図の見方・とらえ方
③　各種管接合法

④　加工・接合課題実習
⑤　トラブル対策（解決）実習
⑥　成果発表・まとめ

コース名 冷媒配管の加工・接合技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H204 12/6（土）,7（日） 12,500 円

（カリキュラム内容）
空気調和換気設備工事の現場力強化を目指して、冷媒配管加工・接合実習を通して、空調
機器の据付け作業に必要な冷媒配管工事の施工技術を習得します。

①　問題点の整理
②　ベンダーによる曲げ加工
③　フレア接合

④　ろう付け接合
⑤　冷媒配管加工・接合実習
⑥　まとめ

【主な使用機器】
ルームエアコン、配管工具一式

【主な使用機器】
配管工具一式

【主な使用機器】
溶解アセチレンガス溶接機、
銅管用ベンダー、フレアツール

設

備

系

●空調設備工事

●給排水衛生設備工事
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コース名 現場のための電気保全技術
時 間 9:00 〜17:30（計15時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7H202 6/4(水),5(木)

10,000 円7H203 8/20（水）,21（木）
7H207 2/19（木）,20（金）

（カリキュラム内容）
電気設備保全、電気機器設備保全の診断・予防保全に向けた総合実習を通し、電気保全技術、
故障個所の特定・対処法、劣化防止、測定試験、作業の安全対策に関する技能・技術を習
得します。

①　電気災害と対応策 (接地、短絡、漏電等 )　
②　機器配線のトラブル対策
　　(電気機器の構造 )　
③　有接点シーケンス制御
　　(自己保持回路、タイマー回路等 )

④　総合演習
　　機器不良、制御盤不良、
　　屋内配線不良の検出と対応策、
　　測定実習
　　(漏電電流、負荷電流、絶縁抵抗 ) 等

コース名 ビル設備管理の実務
※以下内容のセミナーをオーダーメイドで受付しております

（カリキュラム内容）
ビル管理（自動制御設備管理含む）の診断・予防保全に向けた設備機器の保全実習を通して、
設備の効率的活用、コストマネジメントを意識した保全計画の作成に必要な知識及び技能・
技術を習得します。

①　課題の整理　
②　給排水衛生設備の保全
　　（衛生器具廻り配管実習）
③　空気調和設備の保全
　　（エアハンドリングユニット）

④　保全計画
⑤　まとめ

コース名 空調設備機器の保守技術
※以下内容のセミナーをオーダーメイドで受付しております

（カリキュラム内容）
ビルなどの日常に欠かせない空気調和設備の保守に関して、設備点検実習及び空気線図の
使用方法を通して、環境・省エネに配慮した空気調和機や熱源設備、搬送機器等の点検・
保守等に係る知識及び技術を習得します。

①　空気調和
　　・空気環境の管理
　　・空調システム
　　・熱源システム
　　・湿り空気と空調プロセス

②　設備点検実習
　　・エアハンドリングユニット
　　・熱源機器
　　・搬送設備
③　まとめ

【主な使用機器】
回路計、絶縁抵抗計、クランプメーター、
電磁開閉器、リレー、タイマー、スイッチ、

表示灯等

【主な使用機器】
量水器、水質測定器、空調機、
熱源設備、搬送設備、衛生設備

【主な使用機器】
空気線図、実習設備（空調機、熱源設備、
搬送設備）、風速計、温湿度計、
クランプメーター、絶縁抵抗計、回路計等

設

備

系

●保全／設備管理
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コース名 戸建て住宅電気設備設計実践技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 12 名

コースNo. 日 程 受講料

7D101 5/10（土）,11（日）

6,000 円※7D102とセットで受講することを推奨します。

7D108 10/11（土）,12（日）
※7D109とセットで受講することを推奨します。

（カリキュラム内容）
一般用電気工作物における電気設備工事の電気理論、配電設計、電気機器、施工法など、
生産性の向上を目指した技能・技術を習得します。
※お申込みの際は、事前に訓練課までお問い合わせください。

①　電気理論
②　配電設計
③　電気機器

④　配線材料
⑤　施工法

コース名 低圧電気設備の機器選定技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 12 名

コースNo. 日 程 受講料

7D102 5/17（土）,18（日）

6,000 円※7D101とセットで受講することを推奨します。

7D109 10/18（土）,19（日）
※7D108とセットで受講することを推奨します。

（カリキュラム内容）
一般用電気工作物における電気設備工事の検査方法、電気関係法令、配線図など、生産性
の向上を目指した技能・技術を習得します。
※お申込みの際は、事前に訓練課までお問い合わせください。

①　検査方法
②　電気関係法令

③　配線図
④　電気設備の保護

【主な使用機器】
指定テキスト

【主な使用機器】
指定テキスト

電

気

系

●電力・電気設備設計

− 18 −



コース名 一般用電気工作物の施工技術
時 間 9:00 ～16:00（計18 時間） 定　員 12 名

コースNo. 日 程 受講料
7D103 7/5（土）,12（土）,13（日） 10,500 円7D110 11/29（土）,12/6（土）,7（日）

（カリキュラム内容）
一般用電気工作物における電気設備工事の施工技術について、第二種電気工事士の技能
試験課題を用いて現場力の強化につながる技能・技術を習得します。
※お申込みの際は、事前に訓練課までお問い合わせください。

①　単線図の見方
②　複線図の理解

③　電線の接続法
④　課題演習

コース名 高圧電気設備の保守点検技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7D107 9/9（火）,10（水） 10,500 円

（カリキュラム内容）
高圧受変電設備の機器の操作方法、各種測定器の取扱い、試験方法を理解することにより、
高圧受変電設備の保守管理技術を習得します。

①　高圧電気設備の概要
②　高圧電気設備の点検実習

③　保守点検
④　絶縁耐力試験実習

【主な使用機器】
指定テキスト、工具

【主な使用機器】
保護継電器、マルチリレーテスタ

電

気

系

●電気設備工事

●生産設備保全
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コース名 有接点シーケンス制御の実践技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料

7D104 10/1（水）,2（木） 10,500 円※7D105とセットで受講することを推奨します。

（カリキュラム内容）
有接点シーケンス制御を行うに当たり電磁リレーやタイマなど、各種制御機器を理解し、
回路製作実習を通して、制御回路の設計・製作方法を習得します。

①　概要
②　各種制御機器の種類と選定方法

③　主回路と制御回路
④　有接点シーケンス製作実習

（参加者の声）

●シーケンスのより深い知識（有接点回路等）が増えた。

コース名 シーケンス制御による電動機制御技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料

7D105 10/21（火）,22（水） 10,500 円※7D104とセットで受講することを推奨します。

（カリキュラム内容）
三相誘導電動機の制御を行うに当たり電磁接触器や熱動継電器など、各種制御機器を理解
し、回路製作実習を通して、主回路及び制御回路の製作方法を習得します。

①　三相電動機の概要
②　連続運転回転　

③　正逆運転回路　
④　電動機制御実習（Ｙ−Δ始動回路）

（参加者の声）

●回路図から配線を行うことが体験できたため勉強になった。

コース名 ＰＬＣ制御の回路技術
時 間 9:00 ～16:00（計12時間） 定　員 10 名

コースNo. 日 程 受講料
7D106 12/10（水）,11（木） 10,500 円

（カリキュラム内容）
ＰＬＣ制御設計の生産性の向上を目指して、ＰＬＣに関する知識、回路の作成・変更法や
コンベア装置の設計実習を通して、自動化システムの設計・保守技術を習得します。

①　ＰＬＣの運用
②　回路設計
③　設計実習

（参加者の声）

●新しい専門的な技術・知識を習得できました。実習が多く、業務上ＰＬＣを使用しているため、大変参考になった。

【主な使用機器】
制御用機器一式、負荷装置

【主な使用機器】
制御用機器一式、負荷装置

【主な使用機器】
ＰＬＣ（三菱 FX）、コンベア負荷装置

電

気

系

●制御システム設計
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